
１２月指導計画（３歳以上児クラス） 幕張第二保育所    

 

 

 

 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

 

・年上児の姿を見て「やってみたい」と意欲的に取り組む姿がある。 

・異年齢児と共に遊ぶ中で、ルールのある遊びやごっこ遊びの経験が増え、遊びの楽しさがわかっ

たり、遊びの興味が広がってきた。 

・仲良しの友達と好きな遊びを楽しみつつ、保育者に誘われ他の遊びに興味を持ち参加したり、

他の友達と遊んだりしている。友達との遊びの中では、トラブルが多いが、保育者が間に入る事

で自分の思いが伝えられるようになってきている。 

・生活面は一通り自分でやっているが、雑な事が多い。 

・問題や困ったことが起きた時、年長会議で話し合おうという子が多くなる。ルールを変更したり、

新ルールを設けたりして遊びや生活がうまく進むようにしている。 

・自分達のやりたいことを言葉に表して、それを実現させようとする姿が見られる。 

 ・手洗いやうがいの仕方が分かり進んでやろうとする。 

・保育者や友達といろいろな遊び通して関わりながら、表現することや体を動かすことを楽しむ。 

・生活に必要な事を、なぜ行うかの理由がわかり一つひとつ丁寧に行おうとする。 

・自分の思いや考えを言葉にして伝えたり、相手の思いや考えに気付いたりする。 

・病気の予防などに必要な習慣や態度がわかり進んで行う。 

・友達と協力したり工夫したりして、自分達で遊びを発展させて進める楽しさを味わう。 

 活動内容 環境設定 予想される子どもの姿  活動内容 環境設定 予想される子どもの姿  活動内容 環境設定 予想される子どもの姿  

 
  ・一人一人の様子に合わせて、時

間に余裕を持ち一対一でゆった

りと関わる。 

・自分でできることでも保育

者に「やって」と甘え、行

動が進まない子がいる。

○イ  

・甘えを充分に受け止め必要に

応じて手助けをしながら、子ど

も自身が「自分でやってみよ

う」と思える言葉掛けをする。 

 ・同年齢の友達と一緒

に、興味のある遊びに

参加出来る時間や場

所を設定する。 

・友達と遊んではいても、同

じ場にいるだけになってい

たり、遊びが広がっていか

ない姿がある。○ア○ウ  

・トラブルになったり遊びが

広がらない時は、保育者が

仲立ちとなりお互いの思い

を伝えたり、発展していくよ

うに、保育者も一緒に遊び

を楽しむ。 

 ・話し合いの内容の結

果を個別に伝え、理

解したか確認する。 

・理解しやすくなって活動や遊

びにその子なりに参加でき

る。○ア○イ  

・困っている時には何に

つまずいているか状
況を整理し、自分達
で最後までやり遂げ

たという思いが持て
るようサポートをして
いく。 
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○うがい 

 

 

 

○手洗い 

 

 

 

○防寒着の始末 

 

 

 

 

 

 

○箸遊び 

 

 

 

 

○鬼ごっこ 

 形鬼 

 色鬼 

 

 

 

 

 

○表現遊び 

 楽器遊び 

 オペレッタ 

・ガラガラとブクブクうがい

の違いが分かるように絵

や言葉で知らせる。 

 

・手洗いの歌を用意する。 

・腕まくりがしやすい服を用

意してもらう。 

 

・コート掛けを用意し、自分

のハンガーが分かるように

マークをつける。 

・入室後の流れを知らせ、

動線がスムーズになるよ

うにする。 

 

・箸遊び道具を用意する。 

 

 

 

 

・形鬼や色鬼など簡単なル

ールのある遊びを設定す

る。 

 

 

 

 

 

・好きなお話しのオペレッタ

の曲や、小道具をさり気

なく用意しておく。 

・リズムの取りやすい曲や

扱いやすい楽器を用意し

ておく。 

・入室後や食後にうがいを

する。○ア  

 

 

・歌に合わせて丁寧に手を

洗う。○ア  

 

 

・自分のハンガーを見つけ

てコートを掛け、落ちない

ように前を留める。○イ  

・チャックやボタンを自分で

留めようとする。○イ  

 

 

・興味を持ち箸を使ってみ

ようとする。○ア○イ  

・正しい持ち方を意識して

使おうとする。○エ  

 

・友だちや保育者の様子を

見て興味を持ち参加して

みようとする。○オ  

・ルールが分からなくて戸

惑う子もいるが保育者と

一緒にやってみようとす

る。○ウ  

 

・友だちの様子を見たり、保

育者の誘い掛けで少しず

つ興味を持ち、一緒にや

ってみようとする。○ケ○コ  

・区別してうがいをするのが難し

い子もいるので、保育者が見

本となり、うがいの違いに気づ

けるようにしていく。 

・水が冷たくて手を洗うのが雑

になってしまう子もいるので、

保育者が見本となり丁寧に洗

えるようにする。 

・保育者が見本となりながら子

ども達と一緒に行い、やりかた

を知らせる。 

・できている部分は褒めながら

難しい部分はさり気なく援助し

ていく。 

 

・正しい持ち方を知らせ、箸に

興味を持てるようにする。 

・正しく使える子に対しては保護

者にも伝え、給食の食具を箸

に切り替える。 

・保育者も一緒に遊びに入りな

がらルールを丁寧に知らせ、

友だちと一緒に遊ぶ楽しさを

味わえるようにしていく。 

 

 

 

 

・保育者も一緒に入りながら、そ

の子なりの表現をを楽しめるよ

うにしていく。 

・周りでどんな遊びをしているの

か気づけるような言葉を掛け

ていく。 

○手洗い・うがい 

 

 

 

 

○食事 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ルールのある遊び 

 鬼ごっこ 

 円形ドッジボール 

 わらべうた遊び   

 

 

 

 

 

 

 

○制作 

 ・イメージした物を 

作る 

 ・絵を描く 

 

 

 

○表現遊び 

 ・劇遊び 

 ・楽器遊び 

・手洗い・うがいの必要性を

紙芝居や絵本などを用い

て知らせる。 

 

 

・マナーについて、確認する

場を設ける。 

・箸遊びの設定をする。 

・食べこぼしたものを自分で

拭けるよう台拭きやティッシ

ュ等を用意する。 

 

 

 

・ルールのある遊びを設定し

年長児と一緒に遊び教え

てもらう機会や、同年齢で

集まり遊ぶ機会をつくる。 

 

・友達の中で一人ひとりが充

分に自分の思いを伝えられ

るよう、落ち着いた環境の

中、じっくりと向き合って話

せるようにする。 

 

・様々な素材や廃材など子

どもが使いやすいように用

意したり、子どもと必要な物

を考えたり話し合ったりしな

がら、用意していく。 

 

 

・イメージするもの、経験した

事を思いきり描けるよう、画

用紙を用意しておく。 

・保育者が行う表現遊びを

見る機会を設ける。 

・実際に自分でも興味のある

ものを楽しめるように、必要

な道具や時間などを設定し

ていく。 

・手洗い・うがいの必要性がわ

かり、自分から進んで行う。一

方で、速くやろうとするあまり、

しっかりと洗えていない様子も

見られる。○ア  

・食器に手を添えて食べる事

や、姿勢、こぼさない事などを

意識して食べようとする。○エ  

・友達と一緒に食べる事を楽し

むが、話す声が大きくなってし

まう。 

・食べこぼしたものは、自分で

拾ったり拭いたりしてきれいに

する。○イ  

・仲の良い友達とルールのある

遊びを楽しむ。○ウ○エ  

 

 

 

・自分の思いや考えを言葉で

伝える。○ケ  

 

 

 

 

・イメージするものや作りたいも

のなど,様々な素材や廃材を

利用したりしながら、自分なり

に作って楽しむ。○カ○コ  

 

 

 

・様々な表現遊びを実際に目

にする事で、興味を持ったり、

やってみたいという気持ちに

なる。やりたい表現遊びに参

加し、楽しむ。○コ  

・きちんと洗えている姿を認

め、同時に丁寧に行う事の意

味を個々に知らせていく。 

 

 

・配膳する前に、食事のマナー

や声の大きさについて確認す

る。 

・個々に声を掛ける時は側に

行き、保育者自身も静かな

声で知らせる。 

 

 

 

・ルールが曖昧になっていた

り、理解が難しい子には、保

育者も一緒に遊びながら、ル

ールを知らせたり、友達と確

認をする。 

・トラブルになった時は、必要に

応じて保育者が仲立ちとな

り、なぜ嫌なのかという理由を

伝えられるようにする。 

 

 

・イメージするものをなかなか

表現出来ずに悩んだり迷った

りする子には、一人ひとりの表

現を認め、一緒に考えながら

作って遊ぶ事を楽しめるよう

にしていく。 

 

・子どもの意欲を大切にし、頑

張っている姿を認め、楽しく参

加出来るようにする。 

・難しく思っている事はどこかを

探りながら、少しずつ参加でき

るようにしていく。 

○手洗い・うがい 

 衣服の調整 

 

 

 

〇お店屋さんごっこ 

 ・商品作り 

 ・ルール作り 

（役割分担） 

 ・お金作り 

 

〇レストランごっこ  

 ・飾り作り 

 ・係りの仕事 

 

 

 

 

〇表現遊び 

 ・楽器遊び、合奏 

 ・劇ごっこ 

 ・ダンス 

 

 

 

 

 

 

〇クッキング 

〇スタンプラリー 

 

 

 

 

〇ドッジボール 

〇編み物 

 

 

 

 

〇散歩 

 ・公園 

 ・小学校校庭 

 

 

〇そうじ 

 

 

 

○避難訓練 

・手洗い・うがいの大切さ
を話す機会を持った
り、温度計を置き気温
の変化がわかるように
する。 

 
・遊びを始める前にルー
ルや遊び方の確認を自
分達でする。 

・存分に楽しめるような時
間やスペースの確保を
する。 

・お店屋さんやレストラン
のイメージがしやすいよ
うな絵本やカードを子ど
も達の見えるところに準
備しておく。様々な材
料や用具をそろえてお
く。 

 
・イメージが広がりやすい
絵本や小道具、音楽、
楽器を用意し、いつで
も表現遊びが楽しめる
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
・遊びや活動をする中で
一人一人がリーダーと
なれるような、年下児
がいる小グループを作
る。 

 
・見通しが持てるようにボ
ードや時計を用意した
り、少し先の予定がわか
るようにカレンダーに行
事等を明示したりする。 

 
 
・風の冷たさや息の白さな
どが感じられるように冬
ならではの自然に触れる
機会を持つ。 

 
 
・小学校で見た掃除の仕 
 方について気づいたこと
を表にしてまとめ、すぐ
見られるようにする。 

 
・消防士さんとの避難訓
練に参加する。 

 

・冬を健康に過ごすために必要な
習慣や態度（手洗い、うがい衣
服の調節等）が身につき自分か
ら行う。○ア○イ  

 
 
・友達とトラブルになった時は子ど
も同士でルールを見直したり、
第三者的立場の子が発言した
りして解決しようとする。○エ○ケ  

 
 
・遊びに必要な物を友達と話し合
い、いろいろな材料や用具を使
って工夫して制作する。○カ○ウ  

・役割分担、係の内容について話
し合う。シミュレーションしてイメ
ージをつかもうとする。○イ○カ○ケ  

 
 
・絵本や物語の気に入った場面を
友達とセリフを言いあって楽しさ
を感じ、さらに役割を分担しスト
ーリーに沿って演じて楽しもうと
する。○ケ○コ  

・自分達で好きな曲、振付、構成
を考え、リズムに合わせてチー
ムとして踊ることを楽しむ。○ウ○コ  

・楽器の使い方を知り仲間と決め
られたリズム、音階を奏でること
で一つの曲になることを喜ぶ。 
 ○ウ○コ  

・年下児に遊びを教える中で相手
に合わせた言葉を選んだり伝え
方を工夫したり、援助を考えたり
する。人の役に立つ喜びを感じ
る。○エ○オ  

 
・小グループで活動する際、自分
達で時間を決めて活動したり、
友達に声をかけたりする。○ア○ク  

・カレンダーを見て少し先の予定を
知る。○ク  

 
 
・外に出て風の冷たさや息の白さ
など冬ならではの事象に気づ
き友達に知らせる。○キ  

 
 
 
・用具の正しい使い方を知り、友達
と譲り合って使い、日頃使って
いる部屋やロッカー等をきれい
にしようとする。○イ  

 
・自分の身を守ることについて考え
ようとする。○オ○ク  

 

・気温の変化を感じたり、周
囲の人の様子をみたりし
て自分から衣服の調節
ができるようにする。 

 
 
・ルールを見直すことができ
るよう、子どもが決めたル
ールや遊びのルールを明
記し、子どもがいつでも見
られるようにする。 

 
・意見が出しやすいよう、グ
ループわけをし、少人数
で準備が進められるよう
にし、一人一人のアイデ
アや良さがグループ内に
伝わるようにする。 

 
 
・表現遊びが苦手な子には
その子の得意なことから
表現遊びにつなげていけ
るようにする。 

・友達が作ったものやできた
こと、表現したことに対し
て認めあえる場を設け、
工夫した点を伝えていく。 

 
 
 
 
・言葉で伝えることが苦手な
子に対しては手をつない
で案内すること等の行動
で気持ちを伝えていく方
法があることを伝える。 

 
・子ども達が決めた時間を
ボードに記入し見通しが
持てるようにする。 

・子どもを追い立てないよう 
行事の準備を計画的に進
められるようにしていく。 
 
・自然の変化に目を向けら 
れるように声をかけたり子 
どもの気づきや不思議に 
思ったことを一緒に調べ 
たりする。 
 
・掃除する際、不都合なこと
が出てきた場合は（場所
や人数等）子どもと話し合
う場を設ける。 

 
・町にはこども１１０番の家が
あることを伝え、自分の
地域にもあることを知らせ
る。 

行
事
予
定 

５日（火）年長児クッキング 

      お買いものごっこ 

６日（水）消防署立会い避難訓練 

１４日（木）おはなし会 

１９日（火）レストランごっこ 

２０日（水）スタンプラリー 

２２日（金）おたのしみおやつ 

２８日～１月３日年末年始休み 

家
庭
と
の
連
携 

・感染症が流行しやすい時期なので、感染症情報をその

都度知らせ、家庭との連絡も密にし、共に予防に努めて

いく。 

・薄着の大切さを知らせるとともに、子ども達が動きやすく

脱ぎ着しやすい防寒着を用意してもらう。 

 

年
長
児
保
護
者
と
の
連
携 

・個人面談を行い、就学へ向けて不安

に思っていることを聞いたり、生活の見

直しを（起床時間、就寝時間、身支度

等）お願いしたり、情報交換、共有を行

う。 

・１１月はお昼寝なしの日を週３日にした

が、体調、生活リズムについてを聞き、

無理のないスケジュールを立てていく。 

小
学
校
・地
域
と
の
連
携 

・小学校へ散歩に行き、校庭で遊んだ

り、トイレを借りたりして、身近に感じら

れるようにする。 

・小学校の給食に興味を持っている子

が多いので、食器等を見せてもらえる

ような機会を作る。○オ  

・おたよりの交換をし、お互いの雰囲気

がわかるようにする。 

月
の
反
省 

３
歳
児 

手洗い・うがいは歌を流して行ったことで前よりも意識して手洗いをする姿が見られている。引

き続き、丁寧にできるよう見守り、必要に応じて声をかけていく。上着掛けの設置を行い、入

室後の流れが少し変わったが、保育者が実際に手本を示しながら行うことで子どもも流れが

分かり、自分でできるようになってきている。チャックが締めにくい上着もあるので、一緒に行う

ようにしていく。表現遊びでは、年上児の姿に刺激を受け、最初はじっと様子を見ていた子も

一緒に楽しむ様子がみられるようになってきた。保育者も一緒に遊びに入り、楽しさが味わえ

るようにしていく。 

４
歳
児 

・手洗いは細かいところきれいに洗おうとする姿は見られた。うがいが忘れがちなので、最

初に口をゆすいでからうがいをする事を、その意味も知らせ、習慣づくようにしていく。 

・鬼ごっこや花いちもんめなど、自分からやりたいと言う姿が増えた。集団も少しずつ大きく

なっている。一方で、遊びが長続きしない様子も見られる。保育者も一緒に遊びながら、じ

っくりと遊びこめるようにしていく。 

・遊びの中で困った事がある時、どうしたらよいか、子ども達に投げかけ、自分達で考えよう

とする場を設けている。考えたり、その考えを友達に伝える、という経験を続けていく。 

５
歳
児 

・お店屋さんごっこ、レストランごっこを通し、話し合いや準備といった過程から楽しむことができた。準

備をグループで作業をしたところ、友達の思いに触れたり、自分の意見を伝えたりする機会が持て

た。友達の強み、得意なことが何かと子ども達（数や形が得意、文字を読むのが得意、アイデアが

出せる等）にも感じられている。行事、経験活動を通し、人の役に立つ喜びを感じる姿が見られた。 

・お手紙遊びから不思議に思ったことを郵便局に聞きに行った。保育所内だけで解決できないことを自

分達で調べられる体験ができたことは次につながると思う。（修了児遠足のための駅探険等） 

・気温計、体感を通じて身支度を考える姿が見られた。ポケットに手を入れる、ズボンのすそが長い、ど

の程度汚れたかを自分で考える等、自分で考える力が弱いので考えられるようにしていきたい。 

【幼児期の終わりまでに育ってほしい姿】 ア．健康な心と体  イ．自立心  ウ．協同性  エ．道徳性・基本意識の芽生え  オ．社会生活との関わり  カ．思考力の芽生え  キ．自然との関わり  ク．数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚  ケ．言葉による伝えあい  コ．豊かな感性と表現 
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養
護 

保育者の援助・配慮及び環境の再構成 保育者の援助・配慮及び環境の再構成 保育者の援助・配慮及び環境の再構成 


